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１．目的
　本研究は幼稚園教育要領（文部科学省，2008）・
保育所保育指針（厚生労働省，2008）に基づく養成
課程の科目のひとつ「保育内容『環境』」のための、
教材としての２事例をまとめ、分析するものである。
執筆者１は、長年松江市立幼稚園で実際の指導に当
たり体験してきた事例をもとに、講義演習のための
資料を作成してきた。本研究において、事例として
取り上げた２つの実践内容を振り返り、「保育内容
『環境』」の実践に必要な、子どものイマジネーショ
ンをかきたてる展開のあり方について、分析・考察
する。保育実践の写真は、園だよりなどで既に公表
されたものを再掲載する。判別できる個人について
は、本論文掲載について事前に了承を得た。
２．自然遊びの展開「だいこんさん」
１）自然遊びの展開の留意点
　保育内容「環境」領域の教育目標は、「周囲の様々
な環境に好奇心や探究心をもってかかわり、それら
を生活に取り入れていこうとする力を養う」ことで
あり、以下の３つのねらいにより内容が構成されて
いる（文部科学省，2008；厚生労働省，2008）。
（1） 身近な環境に親しみ、自然と触れ合う中で様々
な事象に興味や関心をもつ。
（2） 身近な環境に自分からかかわり、発見を楽しん
だり、考えたりし、それを生活に取り入れようと
する。
（3） 身近事象(事物）を見たり、考えたり、扱った
りする中で、物の性質や数量、文字などに対する
感覚を豊かにする。
　子どもたちが、遊びの中で何に気付き、どんな発
見ができるか、指導計画はこの観点で構成されなけ
ればならないが、子ども達を取り巻く環境の変化と
ともに、自然環境が減少し家庭でのあそびもメディ
アの影響を受けて変化している。幼児期の直接的な
自然体験の不足、体験の偏りは、大きな課題であり、
自分で何かを考えて作ったり、様々な物を使って工
夫して遊ぶことなどもしにくくなった幼児が、環境
とかかわり、発達に必要な体験を積み重ね、豊かな
心情や思考力を身につけていけるよう、幼稚園・保
育所等の生活を見直していくことがますます重要に
なっている。
　自然の美しさや大きさ、不思議さに触れる体験を
子どもたちに保育内容として提供するには、まず自
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然環境を教材としての価値を見いだし、保育に活か
す感性が保育者に求められる。子どもの視点で自然
環境に出会い、共に感動し、不思議に思うことから、
養成課程においても感性を高めていきたい。子ども
のつぶやき・表情・動きから子どもの視点を見取る
姿勢が、保育者に何より重要である。
　子ども達が自然と親しむために、保育者も身近な
自然に目を向け、その特性をとらえ、出会う機会を
意図的につくる必要がある。それぞれの地域（環境）
によって出会える自然は異なることを知る、季節感
を意識しその季節ならではの保育を考える、その時
期にしか体験できないことを大切にし、それを子ど
も達が身をもって体験できるような環境つくりと、
計画、また、臨機応変な対応が必要となる。「園庭
の草花」を例に挙げると、「四季の変化（サイクル）
が体験を通して感じられるようにする」「におい・形・
色・感触・蜜の味 などの違いに気づかせる」「飾っ
たりつぶしたりして色水を作ることを伝える」「色
の違いを楽しむために工夫する」など、子どもの経
験を豊かにさせるために大切な保育者の役割はいく
つも上げることができる。このような日常的な「園
庭の草花」との関わり経験が促される保育が実施さ
れている場合、子どもの気づきや感性は、草花との
交流を生み出すことがある。図１の事例は、ある年
長児（Ａ児）を中心にした「だいこんさん」との交
流を示したものである。
２）事例１の展開（２年保育・年長組33名）　
　保育者は年少児からの持ち上がりの担任である。
年少担任の時から子ども達が自分の好きな活動を心
ゆくまで楽しむ事ができることを願い、一人一人の
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図１．園庭の「だいこんさん」との交流
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子ども達としっかり向き合い、保育者と子どもや子
ども同士の温かい心のつながりがもてるような雰囲
気を大切にした学級経営をめざした。特に四季の自
然環境に興味を持ち、身近な自然物に触れて自分達
の遊びを工夫できるよう周りの環境に気づかせるよ
うな言葉かけや、保育者がともに遊ぶ中で自然の変
化や不思議さに子ども達自ら気づかせるような工夫
を心がけた。また、子ども同士の関わりの中で、友
達のやさしさや、がんばり、良さ等を知らせ、表情
やしぐさ等から友達の気持ちを受け止められるよう
なことばかけをしていくことで、子ども達が友達を
温かく受け止め、わかろうとする心育てにつなげた
いと考えた。
　栽培活動は子ども達と共に種まきをする活動から
大切に位置づけ、季節の野菜や植物の生長に期待を
持たせながら変化を楽しんだ。また、成長過程で育
てている栽培物にちなんだ絵本の読み聞かせも畑の
前で行う等子ども達の気持ちが途切れない工夫を
行った。
　本事例のダイコンも９月に子ども達と一緒に種を
まき、水やりやまびき、草取り等をしながら大切に
育て、大きく育ったダイコンは味噌汁やおでんにし
て美味しく食べた。また、ダイコンの葉も干して、
飼育しているうさぎやクジャクのごはんとして大切
にした。
　このようなダイコンの活動の流れが終わったと
思っていた冬、雪遊びをしていたＡ児が雪に埋もれ
ている白菜を見つけ「寒そう」とつぶやき次々と雪
を払いのけていった。そして一本だけ残っているダ
イコンを見つけた。Ａ児はダイコンが一本だけ残っ
ている様子を「だいこんさん、さみしそうね」と声
をかけ、友達と一緒に白菜畑の中にそっと移し変え
た。保育者は移し替えたダイコンは育たないと思っ
ていたがその場面をＡ児の大きな心の育ちとして捉
え、学級だよりで伝えた。するとＡ児はもちろんの
こと、他の保護者も送迎の時にそのダイコンをのぞ
き込む姿が見られた。そしてＡ児達が修了した４月
にはダイコンに驚くほどの花が咲き、入学式の帰り
に訪れたＡ児達と喜び合った。ダイコンの花は種に
なり、「やさしいだいこんさんの種」として在園児
の栽培活動につながった。
３）事例１からわかること
　事例１から、保育内容「環境」のねらいのうち、
「（１） 身近な環境に親しみ、自然と触れ合う中で
様々な事象に興味や関心をもつ」は、このような
日々の繰り返しの中の交流から実践されることがわ
かる。「触れ合う」とは、幼児期の子どもにとって
は命を感じて交流することであり、その交流のため
に、「（２） 身近な環境に自分からかかわり、発見を
楽しんだり、考えたりし、それを生活取り入れよう
とする」が成立する。「だいこんさん」を育てる中で、
交流を通じてさまざまな自主的な発見があり、協力
や工夫が生まれている。結果的に、子どもの中に植
物の生態についての原体験が記憶として残り、小学
校の理科につながる。これがねらいの「（３） 身近
事象（事物）を見たり、考えたり、扱ったりする中
で、物の性質や数量、文字などに対する感覚を豊か
にする」へと繋がっている。
３．イマジネーションからの展開「きょだいな、きょ
だいな」
１）子どもの１年間と指導計画
　子どもの環境との交流がいきいきと展開すると
き、このような「環境」領域の実践が、年間指導計
画をとおして実現することもある。次の展開は、年
長児クラス担任としての実際の１年間の展開事例で
ある。
　子ども達が大好きな絵本との出会いをきっかけ
に、「きょだいな　きょだいな」という子ども達の
言葉との出会いから、子ども達のイマジネーション
をかきたてる保育の工夫が繰り返された。子ども達
が自分にイメージする巨大なものに出会った喜びと
同時に、それを絵に描き表現することで、体験を表
現イメージに移行させていくことが繰り返された。
２）事例２の展開（２年保育・年長組3９名）
　保育者は年少児からの持ち上がり担任である。年
少の時から読み聞かせの時間を大切に位置づけ、季
節や子どもの興味関心、保育者の願いを伝える手段
として絵本や物語を選択し、子どもの興味に応じて
繰り返し読み聞かせをすることもあった。
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年長児　39名　1年間の展開
担任　学級経営の一環として毎日絵本の読み聞かせを行う
５月頃　月刊絵本　「きょだいなきょだいな」の読み聞かせをする
　　　　子どもたちが絵本のページを開くと音読するようになる
◎子ども達　「あったとさー　あったとさー　ひろーい　のっぱら　どまんなか　　
　　　　　　 きょだいな　○○　があったとさ　・・・・」
担任　★　今年度は「巨大な」をキーワードに活動をしよう　　
　　　　　身の回りの巨大なものは何だろう？
１・　カボチャ
そんな時、保護者から巨大なカボチャの苗をいただく（園で栽培できる、大きくなっ
ていく過程が見える喜び、収穫する喜び・感動、絵画表現につながる）
担任　★　子ども達には「ふしぎな苗」として畑の隅っこに埋める
「大変！！　穴があいてる！！」事件　数日後、雨が穴に入りカボチャは黒くなり、
腐ってしまい学級で話し合う
担任　★「カボチャを守るためにどうしたらいいのかな？」
◎子ども達「かかしを作ろう」「田んぼにキラキラしたリボンがかけてある」「お
じいちゃんはペットボトルの風車してる」〔参観日に親子でペットボ
トル風車を作り畑に立てる。子どもは絵を描く〕
　　＊夏休み中も保護者と一緒にカボチャの様子を見に来る子どもが多かった
９月　　２学期　★　始業式をカボチャの前で行ってもらう
１０月頃　収穫　★　玄関まえに飾る　
◎子ども達　みんなで運ぶ・・重さを実感する・・驚き〔子どもは絵を描く〕
２・　話し合い★「みんなはどんな巨大なものがほしい？」
　　　　　◎グループで全紙にほしい巨大なものの絵を描く
　　　　　◎それぞれの絵の〔おはなし作り〕をする
３・　◎生活発表会で作った〔お話〕の発表をする
４．その他の巨大をキーワードにした活動
　（１）巨大なホットケーキ作り
　（２）きょだいな鯉のぼりの中に入ってあそぼう
　（３）トウモロコシがきょだいにでっかくなーれ！！
　（４）桜島大根栽培　　
　（５）「おおきなおおきなおいも」の絵本の読み聞かせから〔劇あそび〕に展開
　（６）大きな雪だるま作り
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　「きょだいなきょだいな」の絵本は年少の時から
親しんだ絵本であり、ことばの繰り返しや想像力を
広げる楽しさから子ども達はページをめくると音読
できるようにまでなっていた。そんな子ども達の
様子から、「きょだいな」をキーワードにした学級
活動の展開をしていこうと考え、そのことを学級だ
よりでも伝えたところ保護者から巨大なカボチャの
苗をいただいた。保育者も初めての栽培であり、育
て方もわからない状況であったため、子ども達には
「ふしぎな苗をいただいたよ。何が育つのかな？」
と一緒に成長を楽しむ姿勢で栽培活動を行った。カ
ボチャの苗の生長は早く、蔓が伸びていくと目印を
つけて前日との長さの違いを比べたり、大きな花が
次々と咲くと数を数えたりして成長を楽しんだ。そ
のうち三つの実が大きくなると子ども達の興味は
益々大きくなり、降園時には保護者も一緒にのぞき
込む姿が見られるようになった。そんなある日、一
つのカボチャに穴があいているのを見つけ「たいへ
んだー！あながあいているーー！」」と大騒ぎになっ
た。数日後、その穴に雨が入り、黒く腐っていっ
た。家に帰ってからも大事件として話題になったよ
うで、翌日畑を持つお爺さんが見に来てくださった。
穴の原因がカラスであることを聞き、子ども達と話
し合いの時間をもった。「カラスがおいしそうなカ
ボチャで食べに来たんだね。」と話すと、「他のカボ
チャも食べられたら大変だよ。」「カラスが来ないよ
うにしよう！」と言うことになり、田んぼで見られ
るかかしや、キラキラしたテープを作る事になり、
畑のお爺さんにペットボトルで作るカラスよけ風車
の作り方を教えていただくことにもなった。ペット
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図２．「きょだいな　きょだいな　カボチャ」栽培体験
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ボトル風車はカッターを使うため、参観日に保護者
と一緒に作り畑に立てた。
　夏休みに入ると、保護者と一緒にカボチャの様子
を見に来る子どもも多く、子ども達の思いの深さを
感じた。二学期の始業式はカボチャの前で行い、大
きくなったカボチャを喜び合った。
　「きょだいな」の取り組みは、ホットプレート一
面に広げたホットケーキ作りをしてパン食い競争を
したり、桜島大根の種をまいてきょだいな大根作り
を楽しんだりした。また、「きょだいなきょだいな」
の絵本から子ども達に「みんながほしいきょだいな
ものは何かな？」という問いかけに、「ランドセル」
「クジャク」「クリームパン」等様々な「きょだい」
をイメージして物語を作り、きょだいな絵本にした。
この活動は三学期の生活発表会で“子ども達の手作
り絵本の読み聞かせ”として発表した。
３）事例２からわかること
　一年間の「きょだいな」をキーワードにした事例
２の取り組みにより、栽培活動、制作活動、自然観
察、地域の人との関わり、表現活動、当番活動、身
体を動かす活動、親子活動等、多様な共同した活動
を心から楽しむ日々が子ども達の大きな育ちと学び
につながった。
　子どもが心を動かしたり、いろいろなことに気付
いたりする活動は、子どもと身近な環境とのかかわ
りが中心となる。子どもが自然と触れ合い、豊かな
体験をするためには、子どもの身近なところに自然
があることが大切であるが、さらに、保育者が自然
の変化に敏感になり、子どもに気付かせるかかわり
や声かけ、自然の変化が感じられやすい環境の構成、
子ども達の中に環境と交流するためのイマジネー
ションが展開していることが重要になる。
　このような、子ども中心のイマジネーションの共
感から、保育内容「環境」の長期、短期の指導計画
を構成し、計画の中に「環境」からの視点を位置づ
けていくことが、子どもの探究心・好奇心の育成に
は重要になる。保育者自らが自然環境の特性（良
さ）をとらえつつ、飼育物や栽培物の配置、道具の
用意などに、興味が持てるような環境の構成はどの
ようにすればよいのか、「どうしてかな？」「ふしぎ
だね・・・」など、子ども自身が考えたり、調べら
れたりできる教材を用意するなど、興味や関心が高
まるようにする工夫をどのように展開するか、常に
子ども中心の子ども達のイマジネーションの中で検
討され続けられなければならない。子どもが感じて
いることに共感し、その思い・イマジネーションを
一緒にあたためていく姿勢から「保育内容『環境』」
の指導計画は実現されるものと考えている。そして
小学校「生活」目標：第1学年・第2学年
（1） 自分と身近な人々及び地域の様々な場所，公共物などとのかかわりに関心をもち，
地域のよさに気付き，愛着をもつことができるようにするとともに，集団や社会の
一員として自分の役割や行動の仕方について考え，安全で適切な行動ができるよう
にする。
（2） 自分と身近な動物や植物などの自然とのかかわりに関心をもち，自然のすばらし
さに気付き，自然を大切にしたり，自分たちの遊びや生活を工夫したりすることが
できるようにする。
（3） 身近な人々，社会及び自然とのかかわりを深めることを通して，自分のよさや可
能性に気付き，意欲と自信をもって生活することができるようにする。 
（4） 身近な人々，社会及び自然に関する活動の楽しさを味わうとともに，それらを通
して気付いたことや楽しかったことなどについて，言葉，絵，動作，劇化などの方
法により表現し，考えることができるようにする。
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それらの子どもの心の動きを、子ども達自らが「言
葉」や「表現」の領域で振り返ることができる、そ
のような保育内容の実践が幼児教育には求められて
いる。そして、このような幼児期の教育は、全て小
学校学習指導要領「生活科」の教育目標（文部科学
省，200９）に繋がるものとして重要であると考えて
いる。
４．考察
　２つの事例で共通していることは、どちらも２年
保育の年長クラスであり、担任は年少児からの持ち
上がりであることである。１学年が複数クラスある
と進級時にクラス替えをしたり担任が替わったりす
ることが多い。すると年長児でも戸惑いを感じ、緊
張した様子を見せる子どもが多く学級の基盤作りか
らのスタートとなる。しかし、事例のように学級も
担任もそのまま進級すると新学期のスタートから活
動に活気があり、入園してきた新しい友達にも自信
をもって、優しく接する姿が多く見られた。事例の
ような活動はそのような「途切れない発達に応じた
生活の流れ」や「共同して楽しむ活動の繰り返し」
が子どものもつ力を引き出していったと思われる。
　また、同じ環境であってもその年々によって子ど
もの興味や関心の向くものは異なる。例えば、ある
子どもが「お弁当に入れてきたビワが美味しかった
ので学級のみんなにも食べてもらいたい」と食べた
後の種を植木鉢に埋めたところ芽が出た事から「種」
に興味をもち、それぞれの子ども達が自分の種探し
をして蒔いて育てる活動をした年もある。その時に
は種の形、大きさ、色の違い、出てくる芽の形の違
い、芽が出る早さ（時期）の違い等に気づき、大切
に育てる活動があった。数年後、ビワは実がつき、
ドングリやシイの木も電線に届くほどに大きく育っ
た。どろんこ遊び、砂遊び、どろだんご作り等のよ
うに毎年伝承される活動も多くあるが、事例の様に
「子ども自ら好奇心を持った場面」を見逃さず、「一
人一人の興味や関心」を広げ、子どもの思いを叶え
るために保育者は環境の準備や工夫、そしてその活
動の良さを学級全体の事として共有する姿勢が大切
である。
　子ども達は様々な自然環境に触れ、遊びを通して
自分達なりの想いを広げながら活動を展開してい
く。そこに友達の発想が加わることで更に活動は広
がり共同的な活動として展開されていく。学級の中
で「共通の意識」をもって活動が展開されるとその
内容は豊かになり、子ども達の意欲は高まり充実し
ていく。
　保育者は、特に事例のような年長児の活動は小学
校の学習に「何がつながるのか」という視点をもち
ながらことばかけや環境の工夫が必要である。夢中
になって遊び込み、そのものの本質や面白さに気づ
き、その中から豊かな感性や多様な学びが得られて
いることを意識し、更に意欲を高めるためにつなぐ
ための環境の工夫を常に考えていくことが保育者の
重要な役割であると考える。
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